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は
じ
め
に

　

日
本
画
家
・
日
根
対
山
の
支
援
者
と
し
て
知
ら
れ
る
里
井
浮
丘
（
一
七
九
九
～

一
八
六
六
）
は
、
泉
佐
野
の
豪
商
で
あ
り
、
一
九
世
紀
を
代
表
す
る
書
画
収
集
家
の
ひ
と

り
で
あ
る

（
註
１
）。

彼
の
旧
蔵
品
と
し
て
は
、
周し

ゅ
う
し
き

之
虁
《
溪
㵎
松
濤
図
》（
泉
屋
博
古
館
蔵
）
が

有
名
で
、
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
に
は
、
浮
丘
が
こ
の
作
品
を
京
都
の
中
林
竹
洞
宅

に
持
参
し
、
浦
上
春
琴
（
一
七
七
九
～
一
八
四
六
）
ら
と
鑑
賞
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
（
註
２
）。

　

浮
丘
が
書
画
を
蔵
し
た
挾
芳
園
に
は
、
岡
田
半
江
、
小
田
海
僊
、
貫
名
海
屋
、
中
西
耕
石
、

廣
瀬
旭
窓
な
ど
、
著
名
な
文
人
た
ち
が
集
っ
た
。
浮
丘
が
記
録
し
た
「
挾
芳
園
所
蔵
書
画

展
観
例
並
姓
名
」（
泉
佐
野
市
立
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
蔵
）
は
、
挾
芳
園
に
お
け
る
書
画

観
覧
の
規
則
と
、
天
保
一
三
年
か
ら
元
治
元
年
ま
で
（
一
八
四
二
～
六
四
）
の
観
覧
者
名

を
記
録
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
挾
芳
園
を
訪
れ
た
人
び
と
は
、
初
対
面
で
あ
れ
ば

紹
介
状
が
必
要
、
観
覧
は
一
日
一
〇
点
ま
で
、
風
雨
の
日
や
燈
下
で
飲
酒
を
伴
う
観
覧
は

禁
止
、
年
来
往
来
す
る
者
を
除
い
て
宿
は
貸
さ
な
い
、
繁
忙
期
の
五
月
か
ら
八
月
と
一
一

月
か
ら
一
月
は
展
観
に
応
じ
な
い
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条
件
の
も
と
で
、
観
覧
が
許
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
浮
丘
が
所
蔵
し
た
書
画
を
ど
の
よ
う
な
人
び
と
が
観
覧
し

た
か
、
当
時
の
人
々
の
中
国
絵
画
へ
の
ま
な
ざ
し
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

　

本
稿
は
そ
の
な
か
で
も
、
天
保
一
四
年
三
月
二
九
日
条
の
次
の
記
録
に
注
目
す
る
。

　

浦
上
春
琴　

名
選
一
号
睡
庵
通
称
喜
一
郎　

備
中
人
寓
京
師

　

宮
川
春
浦　

名
驥
字
令
徳
称
駒
次
郎　

京
師
人
春
琴
門
人

　

下
田
桂
屋　

名
謙
字
子
牧
通
称
重
次
郎　

播
州
姫
路
藩
士
春
琴
門
人

　

出
淵
青
山　

名
效
字
盈
卿
通
称
新
八
郎　

同
藩
人

　
　
　
　

三
月
廿
九
日
同
来
観

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
保
一
四
年
三
月
二
九
日
、
浦
上
春
琴
を
含
む
四
人
が
浮
丘
の
挾
芳

園
に
足
を
運
ん
で
い
る
。
浦
上
春
琴
は
当
時
を
代
表
す
る
文
人
画
家
の
一
人
で
、
宮
川
春

浦
は
京
都
に
お
け
る
春
琴
の
門
人
と
あ
る
。
そ
し
て
続
く
下
田
桂
屋
は
姫
路
藩
士
で
あ
る
。

出
淵
青
山
に
つ
い
て
も
、「
同
藩
（
筆
者
註
：
姫
路
藩
）
人
」
と
記
さ
れ
る
。

　

桂
屋
ら
姫
路
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
春
琴
に
伴
わ
れ
、
当
時
に
お
け
る
一
大
書

画
コ
レ
ク
タ
ー
の
も
と
を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
の
か
。
ま
た
彼
ら
に
と
っ
て
春
琴
は
ど
の

よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。
実
は
、
桂
屋
が
遺
し
た
詩
集
に
よ
っ
て
、
こ
の
天
保
一
四

　
 

姫
路
藩
士
・
下
田
桂
屋
と
文
人
画
家
・
浦
上
春
琴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
『
桂
屋
遺
稿
』
に
み
る
文
雅
の
交
わ
り
―

 

山　

口　

奈
々
絵
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年
の
春
琴
の
浮
丘
訪
問
の
よ
う
す
や
春
琴
へ
の
思
慕
が
わ
ず
か
な
が
ら
明
ら
か
に
な
る
。

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
浦
上
春
琴
と
姫
路
の
人
々
と
の
関
係
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
桂
屋
の
詩
を
通
じ
て
、
姫
路
の
人
々
と
春
琴
の
交
流
の
よ
う
す
を
紹
介
す

る
。

　
　

一　

姫
路
と
浦
上
春
琴

　

浦
上
春
琴
は
中
国
絵
画
に
つ
い
て
の
造
詣
が
深
く
、
日
本
で
初
め
て
文
人
画
論
を
体
系

化
し
た
『
正
・
続
論
画
史
』
を
刊
行
す
る
な
ど
、
文
人
と
し
て
の
高
い
意
識
を
持
ち
、
関

西
に
お
け
る
文
人
画
壇
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た

（
註
３
）。

一
方
で
画
を
売
る
こ
と
で
生
計
を
立

て
る
職
業
画
家
と
し
て
の
顔
も
知
ら
れ
て
い
る
。
春
琴
は
日
本
全
国
を
旅
し
て
各
地
の
素

封
家
と
交
友
を
結
ぶ
こ
と
で
、
拠
点
と
し
て
い
た
京
都
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
人
々
か
ら

制
作
の
注
文
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る

（
註
４
）。

姫
路
に
つ
い
て
も
、
天
保
九
年
に
来
訪
し
、
姫

路
藩
関
係
者
や
姫
路
藩
の
大
庄
屋
三
木
家
な
ど
当
地
の
人
び
と
と
親
交
を
結
ん
だ
。
こ
の

こ
と
は
す
で
に
山
﨑
善
弘
氏
、
尾
島
治
氏
が
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
が
、
本
章
で
は
、
先

行
研
究
に
依
り
な
が
ら
、
姫
路
に
お
け
る
春
琴
の
活
動
を
再
確
認
す
る

（
註
５
）。

ま
た
そ
の
過
程

で
、
春
琴
と
姫
路
の
文
化
人
た
ち
と
の
間
を
取
り
持
っ
た
下
田
桂
屋
の
役
割
に
改
め
て
光

を
当
て
た
い
。

　

 

（
１
）　

大
庄
屋
三
木
家
に
つ
い
て

　

姫
路
藩
大
庄
屋
三
木
家
は
辻
川
村
（
現
在
の
神
崎
郡
福
崎
町
）
に
居
を
構
え
、
そ
の
住

宅
は
兵
庫
県
指
定
重
要
有
形
文
化
財
と
し
て
現
存
す
る
。
幕
末
の
当
主
で
あ
る
五
代
・
通

庸
（
一
七
五
五
～
一
八
一
一
）
は
京
都
で
皆
川
淇
園
に
、
六
代
・
通
明
（
一
七
八
二
～

一
八
四
四
）、七
代
・
通
深
（
一
八
二
四
～
五
七
）
は
大
坂
・
懐
徳
堂
で
中
井
竹
山
に
入
門
し
、

地
域
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
同
家
に
は
、
歴
代
の
当
主
が
描
い
た
絵
画
や
彼
ら
が
収

集
し
た
文
人
画
を
中
心
と
す
る
近
世
絵
画
が
伝
来
す
る

（
註
６
）。

　

と
り
わ
け
、
七
代
目
の
通
深
は
幼
少
期
よ
り
絵
画
に
関
心
が
高
く
、
絵
画
関
係
の
諸
経

費
を
控
え
た
「
後
素
雑
費
籍
」（
大
庄
屋
三
木
家
文
書
）
に
よ
っ
て
、
浦
上
春
琴
や
姫
路

で
活
躍
し
た
長
崎
派
の
画
家
・
島
琴
陵
に
絵
画
を
学
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
通
深
は
天

保
二
年
ま
で
に
琴
陵
に
絵
を
習
い
始
め
た
が
、
天
保
四
年
に
は
三
木
家
を
訪
れ
た
江
戸
の

文
人
画
家
・
上
杉
墨
水
と
の
交
際
も
始
ま
り
、墨
水
が
出
版
し
た
『
画
麈
』（
天
保
二
年
跋
）

を
も
ら
っ
た
り
、
墨
水
の
作
品
を
購
入
し
た
り
と

（
註
７
）、

父
・
通
明
同
様
、
文
人
画
に
も
関
心

を
持
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
天
保
七
年
、
通
深
は
春
琴
の
作
品
を
含
む
三
幅
対
、
す

な
わ
ち
春
琴
の
春
景
山
水
図
、
墨
水
の
人
物
図
、
小
田
海
僊
の
秋
景
山
水
図
を
購
入
し
て

い
る

（
註
８
）。

た
だ
し
こ
の
三
幅
対
は
墨
水
が
画
の
斡
旋
を
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
時
点

で
春
琴
と
通
深
の
間
に
直
接
的
な
交
際
が
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

 

（
２
）　

春
琴
の
姫
路
滞
在
に
つ
い
て

　

天
保
九
年
九
月
、
春
琴
が
姫
路
を
訪
れ
た
。
そ
の
と
き
の
よ
う
す
は
、「
後
素
雑
費
籍
」

の
ほ
か
、
三
木
通
深
の
大
庄
屋
と
し
て
の
職
務
日
記
で
あ
る
「
諸
事
控
四
番
」（
大
庄
屋

三
木
家
文
書
）、お
よ
び
浦
上
春
琴
が
養
子
の
紀
一
郎
に
宛
て
た
書
簡（
浦
上
家
伝
来
資
料
）

等
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

天
保
九
年
九
月
六
日
、
春
琴
は
京
都
を
出
発
し
、
九
月
八
日
に
姫
路
に
到
着
し
た
。
春

琴
が
到
着
し
た
当
日
、
春
琴
来
訪
の
旨
を
通
深
に
伝
え
、
姫
路
へ
来
る
よ
う
に
と
促
し
た

人
物
こ
そ
、
下
田
桂
屋
で
あ
っ
た
。

　

通
深
は
摂
津
国
西
宮
の
親
戚
方
に
て
保
養
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
春
琴
が
姫
路
を
訪

れ
た
こ
と
を
知
る
と
西
宮
行
き
を
延
期
し
、
九
月
一
〇
日
に
姫
路
へ
赴
い
た

（
註
９
）。

そ
し
て
春

琴
へ
の
入
門
の
祝
儀
を
支
払
い
、
春
琴
が
滞
在
し
て
い
る
善
導
寺
に
通
い
な
が
ら
、
約
二

週
間
、
姫
路
に
滞
在
し
た
。
春
琴
は
善
導
寺
の
ほ
か
に
も
姫
路
で
い
く
つ
か
の
逗
留
先
を
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転
々
と
し
て
絵
画
の
制
作
や
指
導
に
あ
た
っ
た
よ
う
で
あ
る

）
1註

（
註

。

　

九
月
一
二
日
の
夕
方
に
は
下
田
桂
屋
の
自
宅
で
春
琴
へ
の
饗
応
が
あ
っ
た

）
11

（
註

。
春
琴
の
門

人
で
あ
る
伊
賀
上
野
の
筒
井
鹿
坪
、
春
琴
と
同
宿
し
て
い
た
大
坂
の
篆
刻
家
、
良
山
堂
・

阿
部
良
平
が
同
席
し
、
通
深
、
桂
屋
を
は
じ
め
と
す
る
姫
路
の
雅
人
た
ち
が
も
て
な
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
通
深
は
こ
の
姫
路
来
訪
以
前
か
ら
、
姫
路
に
出
て
き
た
と
き
に
は
自
身
が
描

い
た
詩
書
画
を
見
せ
る
よ
う
に
と
、
姫
路
藩
元
家
老
の
河
合
寸
翁
に
言
わ
れ
て
い
た
。
こ

の
寸
翁
の
言
づ
て
を
預
か
り
、
通
深
に
伝
え
た
の
も
桂
屋
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
九
月
一
九

日
、
春
琴
、
通
深
、
桂
屋
は
、
寸
翁
の
屋
敷
を
訪
れ
て
、
通
深
が
詩
書
画
を
披
露
し
、
寸

翁
が
酒
や
菓
子
を
ふ
る
ま
う
な
ど
、
交
流
を
楽
し
ん
だ

）
12

（
註

。

　

な
お
、
通
深
は
同
月
二
五
日
辻
川
に
一
時
帰
宅
し
、
そ
の
後
、
一
〇
月
三
日
よ
り
再
び

姫
路
に
滞
在
し
、
同
月
二
一
日
に
帰
宅
し
た
。
こ
の
二
回
目
の
姫
路
来
訪
の
詳
細
は
不
明

な
が
ら
、「
後
素
雑
費
籍
」
一
〇
月
三
日
条
に
春
琴
へ
の
謝
礼
な
ど
が
記
録
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
滞
在
で
も
、
引
き
続
き
春
琴
か
ら
絵
画
指
導
を
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
春
琴
が
姫
路
を
去
っ
た
後
も
、
通
深
は
文
通
に
よ
る
添
削
指
導
を
受
け
て
お
り
、
同

家
に
は
春
琴
が
画
法
を
教
授
す
る
内
容
の
書
状
や
、
春
琴
が
講
評
を
書
き
入
れ
た
と
み
ら

れ
る
通
深
の
山
水
図
が
伝
来
す
る

）
13

（
註

。

　

 

（
３
）　

そ
の
後
の
春
琴
と
姫
路

　

春
琴
は
そ
の
後
も
、
天
保
一
二
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
岡
山
か
ら
京
都
へ

の
帰
路
に
姫
路
と
明
石
に
滞
在
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
自
ら
赴
い
て
絵
画
の
制
作
や
指

導
を
す
る
な
か
で
、
姫
路
で
の
支
援
者
を
増
や
し
た
よ
う
で
あ
る

）
1註

（
註

。

　

お
お
む
ね
天
保
一
二
年
こ
ろ
か
ら
弘
化
二
年
末
ま
で
（
一
八
四
一
～
四
五
）
の
記
録
と

推
定
さ
れ
て
い
る
「
諸
国
人
名
文
通
転
致
人
名
」（
浦
上
家
伝
来
資
料
））

1註

（
註

は
、
春
琴
作
品

の
受
注
、
販
売
記
録
で
、
こ
こ
に
は
姫
路
の
人
物
の
名
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

天
保
九
年
に
面
会
し
た
河
合
寸
翁
や
三
木
通
深
、
桂
屋
宅
で
の
饗
応
に
参
集
し
た
小
寺
澤

鱗
介
、
春
琴
が
滞
在
し
た
善
導
寺
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
挾
芳
園
所
蔵
書
画
展
観
例
並
姓

名
」
に
春
琴
と
と
も
に
名
を
連
ね
る
出
淵
青
山
（
新
八
郎
）
の
ほ
か
、多
田
菊
屏
（
準
平
）、

芹
田
静
所
と
い
っ
た
桂
屋
の
友
人

）
1註

（
註

、
あ
る
い
は
伊
奈
平
八
郎
な
ど
の
姫
路
藩
士
、
島
琴
陵

の
子
・
琴
江
（
麟
三
）
の
よ
う
な
画
家
に
ま
で
春
琴
の
作
品
の
購
入
者
が
広
が
っ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
発
注
者
は
不
明
な
が
ら
、
桂
屋
が
春
琴
へ
の
注
文
の
取
り
次

ぎ
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

）
1註

（
註

。

　
　

二　

姫
路
藩
士
・
下
田
桂
屋

　

前
章
で
は
、
姫
路
に
お
け
る
春
琴
の
活
動
を
確
認
し
、
大
庄
屋
三
木
家
や
姫
路
藩
士
た

ち
と
春
琴
の
交
流
に
際
し
て
、
下
田
桂
屋
が
彼
ら
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た
す
場
面
も

あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
桂
屋
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
、
彼
の
経
歴
お
よ

び
絵
画
作
品
数
点
を
紹
介
す
る
。

　

 

（
１
）　

桂
屋
の
生
涯

　

下
田
桂
屋
は
名
を
謙
、
字
を
子
牧
、
通
称
は
重
次
郎
と
い
っ
た
。
桂
屋
の
ほ
か
、
緑
郷

の
号
が
あ
る

）
1註

（
註

。
三
木
通
深
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
や
通
深
の
記
録
に
は
重
次
郎
の
通

称
で
現
れ
る
た
め
、「
下
田
重
次
郎
」
の
名
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は

彼
の
文
人
的
な
側
面
に
光
を
当
て
る
た
め
、
引
き
続
き
桂
屋
と
呼
称
す
る
。

　

桂
屋
は
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
の
生
ま
れ
と
さ
れ

）
1註

（
註

、
そ
の
祖
先
は
も
と
も
と
上
野

国
不
動
堂
村
の
出
身
で
あ
る

）
2註

（
註

。
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
『
桂
屋
遺
稿
』
が
断
片
的
な
手

が
か
り
と
な
る

）
21

（
註

。
『
桂
屋
遺
稿
』
は
桂
屋
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
彼
の
詩
集
で
、
一
九
一
九

年
（
大
正
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
天
保
一
一
年
か
ら
安
政
七
年
ま
で
（
一
八
四
〇
～

六
〇
）
の
詩
を
収
め
て
い
る
。
詩
の
題
は
年
月
日
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
る
が
、

年
記
の
あ
る
も
の
は
す
べ
て
年
代
順
に
並
ん
で
い
る
た
め
、
全
体
と
し
て
ほ
ぼ
時
系
列
で
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詩
が
並
ん
で
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

天
保
一
二
年
に
酒
井
家
の
家
老
で
あ
っ
た
河
合
寸
翁
が
没
す
る
と
、
翌
天
保
一
三
年
、

寸
翁
が
開
設
し
た
私
塾
・
仁
寿
山
黌
が
廃
校
と
な
っ
た
。
寸
翁
に
重
用
さ
れ
た
桂
屋
は
、

寸
翁
の
生
前
よ
り
仁
寿
山
黌
に
関
与
す
る
こ
と
が
多
く
、
仁
寿
山
黌
が
廃
校
と
な
っ
た
後

も
仁
寿
山
医
学
寮
の
留
守
居
役
を
務
め
た

）
22

（
註

。
そ
の
た
め
仁
寿
山
に
往
来
し
た
多
く
の
文
人

た
ち
と
交
友
を
も
っ
た
。
た
と
え
ば
『
桂
屋
遺
稿
』
に
は
、
岡
山
の
漢
学
者
で
詩
人
の
中

村
巌
洲

）
23

（
註

、
一
年
余
り
仁
寿
山
で
教
鞭
を
執
っ
た
京
都
の
医
師
・
野
口
西
里

）
2註

（
註

、
鳥
取
藩
士
・

正
墻
適
処

）
2註

（
註

、
城
崎
出
身
の
文
人
画
家
・
斎
藤
畸
庵

）
2註

（
註

と
い
っ
た
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
三
月
に
は
、
桂
屋
は
河
合
寸
翁
の
養
嗣
子
・
河
合
屏
山
（
良さ

と

翰か
た

）
に
従
い
、
浪
華
に
遊
ん
だ

）
2註

（
註

。
こ
の
滞
在
は
一
ヶ
月
に
及
び

）
2註

（
註

、
そ
の
間
、
大
坂
で
活
躍

し
て
い
た
画
家
・
忍
頂
寺
静
村
（
梅
谷
）
と
は
、
わ
ず
か
二
〇
日
余
り
で
あ
っ
た
も
の
の
、

日
々
絵
画
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
と
い
う

）
2註

（
註

。

　

ま
た
安
政
三
年
の
秋
、
桂
屋
は
命
を
受
け
し
ば
ら
く
京
都
に
滞
在
し
た
が

）
3註

（
註

、
そ
の
際
に

は
、
年
末
に
頼
三
樹
三
郎
の
家
で
、
漢
詩
人
の
梁
川
星
巌
、
文
人
画
家
の
貫
名
海
屋
、
日

根
対
山
ら
と
同
席
し
酒
を
飲
ん
だ
り

）
31

（
註

、
友
と
保
津
川
や
鴨
川
を
訪
れ
た
り
し
て
い
る

）
32

（
註

。
こ

の
京
都
滞
在
は
翌
年
の
三
月
中
旬
ま
で
は
続
い
た
と
み
ら
れ

）
33

（
註

、
年
末
に
は
姫
路
に
戻
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る

）
3註

（
註

。
そ
し
て
文
久
二
年（
一
八
六
二
）、桂
屋
は
そ
の
生
涯
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

 

（
２
）　

桂
屋
の
詩
画

　

桂
屋
は
、「
古
今
南
画
要
覧
」（
嘉
永
六
年
〈
一
八
五
三
〉）、「
現
古
漢
画
名
家
集
鑑
」（
安

政
四
年
〈
一
八
五
七
〉）、
あ
る
い
は
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
南
宗
書
画
品
価
録
」（
慶
応

二
年
〈
一
八
六
六
〉）
と
い
っ
た
美
術
番
付
に
掲
載
さ
れ
て
お
り

）
3註

（
註

、
文
人
画
家
の
ひ
と
り

と
し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
桂
屋
の
画
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
く

）
3註

（
註

。

【
１
】《
渓
山
小
隠
図
》
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
本
淡
彩　

掛
軸　

一
幅　

一
二
八
．
四
×
三
〇
．
三
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
款
「
保
亥
八
月　

桂
屋
作
」

 　

遠
方
の
山
は
中
空
に
向
か
っ
て
垂
直
に
そ
び
え
、
画
面
左
中
央
か
ら
右
下
に
向
か
っ
て

川
が
流
れ
る
。
川
の
左
右
は
断
崖
で
、
左
側
の
岸
に
は
建
物
が
あ
り
、
川
に
面
し
た
一
室

で
一
人
の
人
物
が
景
色
を
眺
め
て
い
る
。
右
上
に
「
渓
山
小
隠
」
の
題
が
あ
る
。

　

こ
れ
以
降
の
作
品
と
比
べ
る
と
近
景
と
遠
景
の
つ
な
が
り
が
不
明
瞭
で
構
成
が
未
熟
な

こ
と
か
ら
、
天
保
一
〇
年
と
い
う
時
期
は
、
桂
屋
が
画
を
学
び
始
め
た
比
較
的
早
い
時
期

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

【
２
】《
蘆
湾
月
艇
図
》
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
本
淡
彩　

掛
軸　

一
幅　

一
一
九
．
六
×
三
五
．
四
㎝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
款
「
蘆
湾
月
艇　

丙
午
冬
日
写
於
翠
雨
草
堂　

桂
屋
譲
」
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丸
み
を
帯
び
た
山
の
ふ
も
と
に
は
霧
が
立
ち
込
め
、霧
の
な
か
の
集
落
に
人
影
は
な
い
。

集
落
の
左
手
の
雑
木
林
に
は
紅
葉
し
た
木
や
落
葉
し
た
木
が
混
在
し
、
そ
の
下
に
は
緩
や

か
な
カ
ー
ブ
を
描
く
よ
う
に
し
て
湾
が
広
が
る
。
水
辺
に
は
蘆
が
高
く
茂
り
風
に
揺
れ
て

い
る
。
水
上
に
浮
か
ぶ
小
舟
に
は
酒
を
酌
み
交
わ
す
三
人
が
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が

振
り
仰
い
だ
視
線
の
先
に
は
、
山
際
に
低
く
浮
か
ぶ
満
月
が
、
淡
い
墨
の
隈
取
り
で
描
か

れ
る
。
秋
の
夜
、
波
ひ
と
つ
立
た
な
い
入
り
江
の
静
け
さ
と
、
舟
上
の
文
人
た
ち
の
親
密

な
交
流
の
よ
う
す
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
右
上
に
「
蘆
湾
月
艇
」
の
題
が
あ
る
。

【
３
】《
墨
竹
図
》
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

絹
本
墨
画　

掛
軸　

一
幅　

一
二
〇
．
〇
×
四
二
．
六
㎝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
款
「
丁
未
花
月
念
五
日
寫
并
添
舊
製　

桂
屋
老
人
」

 　

葉
が
生
い
茂
る
夏
の
竹
で
あ
る
。
賛
で
は
、
青
々
と
し
た
竹
が
炎
天
を
遮
る
の
で
暑
さ

を
知
ら
ぬ
と
詠
わ
れ
る
。
右
端
と
左
下
の
丈
の
低
い
竹
が
右
に
向
か
っ
て
幹
を
し
な
ら
せ
、

葉
を
右
方
向
に
翻
ら
せ
て
お
り
、心
地
よ
く
吹
き
抜
け
る
風
の
流
れ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
賛
と
ほ
ぼ
同
じ
詩
が
「
画
墨
竹
」
と
題
し
て
『
桂
屋
遺
稿
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

【
４
】《
水
亭
消
暑
図
》
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
本
淡
彩　

掛
軸　

一
幅　

三
四
．
六
×
六
一
．
二
㎝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
款
「
癸
丑
六
月
上
浣　

桂
屋
寫
」

　

池
大
雅
の
作
品
を
想
起
さ
せ
る
柔
ら
か
な
輪
郭
線
と

明
る
い
色
彩
で
、
水
辺
の
亭
が
描
か
れ
る
。
岸
辺
に
は

淡
彩
で
蓮
の
花
が
描
か
れ
、
水
上
に
は
蓮
花
を
積
ん
だ

小
舟
が
浮
か
ぶ
。
柳
の
下
の
亭
に
は
ひ
と
り
の
高
士
が

お
り
、
遠
く
の
山
々
を
眺
め
て
い
る
。

　

山
肌
に
施
さ
れ
た
淡
い
代
赦
と
緑
の
対
比
が
清
々
し

い
印
象
を
与
え
る
作
品
で
あ
る
。
右
上
に「
水
亭
消
暑
」

の
題
が
あ
る
。

　

桂
屋
の
画
業
の
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
は
、
天
保
九
年
の
春
琴
と

の
交
流
の
こ
ろ
か
ら
画
を
始
め
た
と
推
測
さ
れ
、
春
琴
が
姫
路
を
去
っ
た
の
ち
も
画
の
修

練
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

な
お
、
桂
屋
は
春
琴
か
ら
画
だ
け
で
な
く
詩
に
つ
い
て
も
指
導
を
受
け
て
い
た
。
『
桂

屋
遺
稿
』
は
桂
屋
が
春
琴
に
一
評
を
求
め
た
三
一
編
の
詩
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

三
一
編
の
欄
外
と
末
尾
に
は
春
琴
が
加
え
た
評
が
掲
載
さ
れ
る
。
末
尾
の
評
は
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）
一
一
月
二
五
日
の
も
の
で
、
そ
の
記
述
に
よ
る
と
、
桂
屋
が
こ
の
一
年
ほ

ど
前
に
春
琴
に
依
頼
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

欄
外
の
春
琴
の
コ
メ
ン
ト
は
、
た
と
え
ば
「
佳
峯
作
奇
峯
如
何
（〈
佳
峯
〉
は
〈
奇
峯
〉

と
作
る
は
如
何
）」
な
ど
、
詩
に
用
い
る
漢
字
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
多
い
が
、
な

か
に
は
姫
路
で
の
両
者
の
交
流
を
振
り
返
る
も
の
も
あ
る
。
桂
屋
が
「
仁
寿
山
水
楼
和
春
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琴
翁
韻
（
仁
寿
山
水
楼
、
春
琴
翁
の
韻
に
和
す
）」
と
題
し
た
詩
に
対
し
て
は
、「
余
寓
於

仁
寿
山
回
首
已
四
年
矣
此
聲
猶
在
耳
（
余
、
仁
寿
山
に
寓
す
。
回
首
す
る
に
已
に
四
年
。

此
の
聲
、
猶
ほ
耳
に
在
り
。
）」
と
、
仁
寿
山
に
お
け
る
交
流
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

　
　

三　

春
琴
、
桂
屋
の
吉
野
旅
行
と
里
井
浮
丘
訪
問

　

冒
頭
で
み
た
よ
う
に
、
浦
上
春
琴
は
天
保
一
四
年
三
月
二
九
日
に
、
宮
川
春
浦
、
下
田

桂
屋
、
出
淵
青
山
を
伴
っ
て
泉
佐
野
の
里
井
浮
丘
の
も
と
に
赴
き
、
所
蔵
の
中
国
絵
画
を

観
覧
し
た
。
そ
の
旅
の
行
程
が
、『
桂
屋
遺
稿
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
本
章
で
は
、

こ
の
旅
に
関
し
て
『
桂
屋
遺
稿
』
が
も
た
ら
す
情
報
を
紹
介
す
る
。

　

桂
屋
は
京
都
に
い
る
春
琴
を
訪
問
す
る
と
約
束
し
て
久
し
か
っ
た
が
、
天
保
一
四
年
の

春
、
よ
う
や
く
そ
れ
が
叶
い
、
つ
い
に
京
都
の
春
琴
を
訪
ね
、
春
琴
と
吉
野
に
遊
び
、
南

紀
を
遊
歴
す
る
こ
と
が
で
き
た

）
3註

（
註

。
桂
屋
が
三
〇
日
の
暇
を
も
ら
い
、
姫
路
の
家
を
出
発
し

た
の
は
三
月
一
〇
日
の
こ
と
で
あ
っ
た

）
3註

（
註

。
春
琴
の
家
を
訪
ね
る
と
、
話
題
は
嵐
山
と
吉
野

の
桜
の
こ
と
で
も
ち
き
り
と
な
っ
た
と
い
う

）
3註

（
註

。
道
中
、
河
内
国
分
で
は
春
琴
の
支
援
者
で

春
琴
か
ら
絵
の
指
導
を
受
け
て
い
た
西
尾
舜
斎

）
註註

（
註

の
家
に
宿
を
と
り

）
註1

（
註

、
吉
野
で
は
後
醍
醐
天

皇
の
墓
を
訪
ね
、
吉
野
川
を
舟
で
下
っ
た

）
註2

（
註

。

　

そ
し
て
春
琴
ら
は
こ
の
旅
の
帰
路
で
里
井
浮
丘
を
訪
問
し
た
。
桂
屋
は
こ
の
こ
と
を
後

年
の
詩
の
な
か
で
回
想
し
て
い
る
。

 

「
訪
対
山
山
人
酒
間
偶
見
山
人
所
曾
摸

重
光
霊
山
図
巻
有
感
賦
題
其
後
（
対
山
山
人
を

訪
ね
、
酒
間
、
偶
、
山
人
曾
て
摸
す
所
の

重
光
霊
山
図
巻
を
見
る
。
感
有
り
て
賦
し
て

其
の
後
に
題
す
。
）」

疇
昔
尋
花
游
芳
山　
　

疇
昔
、
花
を
尋
ね
芳
山
に
游
ぶ

茅
鞋
迂
路
歴
紀
泉　
　

茅
鞋
、
路
を
迂ま

が

り
紀
泉
に
歴
す

泉
州
高
士
里
井
氏　
　

泉
州
の
高
士
里
井
氏

収
蔵
盈
庫
富
雲
烟　
　

収
蔵
、
庫
を
盈み

た
し
、
富
、
雲
烟

一
覧
欲
洗
吾
凡
目　
　

一
覧
し
て
吾
が
凡
目
を
洗
わ
ん
と
欲
す

追
随
琴
翁
投
一
宿　
　

琴
翁
に
追
随
し
一
宿
を
投
ず

主
人
留
客
侑
芳
樽　
　

主
人
、
客
を
留
め
芳
樽
を
侑す

す

む

書
画
評
品
幾
十
幅　
　

書
画
評
品
、
幾
十
幅

当
時
君
正
示
此
巻　
　

当
時
、
君
、
正ま

さ

し
く
示
す
、
此
の
巻
を

活
墨
秀
潤
溢
素
絹　
　

活
墨
秀
潤
、
素
絹
に
溢
れ

壮
齢
君
已
筆
生
花　
　

壮
齢
な
る
君
、
已
に
筆
は
花
を
生
む

樽
前
半
日
看
無
倦　
　

樽
前
半
日
、
看
て
倦
む
こ
と
無
し

今
日
与
君
話
旧
時　
　

今
日
、
君
と
旧
時
を
話
す

十
五
星
霜
夢
依
稀　
　

十
五
星
霜
、
夢
は
依
稀
た
り

君
不
見
琴
翁
父
子　
　

君
は
見
ず
、
琴
翁
父
子
を

皆
仙
去
只
看　
　
　
　

皆
仙
去
し
只
だ
看
る

数
行
墨
淋
漓　
　
　
　

数
行
の
墨
淋
漓
た
る
を

人
生
亦
是
雲
烟
態　
　

人
生
、
亦
是
れ
雲
烟
の
態

変
幻
須
臾
明
又
晦　
　

変
幻
須
臾
に
し
て
明
又
晦
た
り

執
巻
伝
杯
且
尽
歓　
　

巻
を
執
り
杯
を
伝
へ
且
つ
歓
を
尽
く
す

酔
中
歓
極
又
感
慨　
　

酔
中
、
歓
極
り
て
又
感
慨

　

前
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
詩
の
年
代
か
ら
、
こ
れ
は
安
政
四
年
こ
ろ
の
詩
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
詩
は
日
根
対
山
の
も
と
を
訪
れ
た
桂
屋
が
、
対
山
の
模
写
に
よ
る

重

た
つ
じ
ゅ
う
こ
う

光
の
霊

山
図
巻
を
見
て
も
よ
お
し
た
感
興
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
か
つ
て
春

琴
、
桂
屋
ら
一
行
は
吉
野
山
の
桜
を
見
、
そ
の
後
、
回
り
道
を
し
て
泉
州
の
里
井
浮
丘
を

訪
ね
て
一
泊
し
、
彼
が
所
蔵
す
る
幾
十
幅
も
の
書
画
を
品
評
し
た
。
ま
た
そ
の
日
、
対
山
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が

重
光
筆
霊
山
図
巻
の
模
写
を
示
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
年
以
上
経
過
し
、
当
時
見
た
対

山
の
模
写
に
再
会
し
た
こ
と
か
ら
、
桂
屋
は
当
時
の
状
況
と
再
会
の
感
慨
を
そ
の
対
山
の

模
写
の
巻
末
に
綴
っ
た
の
で
あ
る
。

　

「
挟
芳
園
所
蔵
書
画
展
観
例
並
姓
名
」
の
三
月
二
九
日
条
に
記
録
さ
れ
る
春
琴
ら
の
書

画
観
覧
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
吉
野
行
き
の
帰
路
だ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
詩
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
な
る
。
加
え
て
、
浮
丘
の
記
録
は
年
月
日
と
人
名
の
み
の
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
が
、

桂
屋
の
詩
か
ら
は
、
収
蔵
品
で
満
た
さ
れ
た
蔵
の
よ
う
す
や
、
主
人
で
あ
る
浮
丘
が
客
を

留
め
、
酒
を
勧
め
る
と
い
う
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
観
覧
し
た
こ
と
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

　

な
お
彼
ら
が
鑑
賞
し
た
作
品
の
作
者
と
し
て
名
前
の
挙
が
る

重
光
は
、
清
代
初
期
の

書
画
家
で
、
画
家
の
王お

う

翬き

、
惲う

ん

寿じ
ゅ

平へ
い

と
交
流
し
、
特
に
山
水
、
蘭
竹
を
得
意
と
し
た

）
註3

（
註

。
詩

で
は
対
山
に
よ
る
模
写
の
こ
と
を
詠
じ
て
お
り
、
彼
ら
が
原
本
を
見
た
か
は
不
明
だ
が
、

そ
の
原
本
は
浮
丘
が
所
蔵
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る

）
註註

（
註

。
春
琴
ら
も
、
あ
る
い
は
こ
の

重
光

の
原
本
を
見
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

四　

そ
の
後
の
桂
屋
と
春
琴

　

最
後
に
、
吉
野
旅
行
以
後
の
桂
屋
と
春
琴
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
春
琴
が
つ
け

た
「
日
省
簿
」（
浦
上
家
伝
来
資
料
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
吉
野
旅
行
の
翌
年
、
桂
屋
は
春

琴
と
数
回
書
状
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

）
註註

（
註

。
前
章
で
み
た
詩
稿
へ
の
一
評
を

桂
屋
が
依
頼
し
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
翌
々
年
、
弘
化
三
年
の
五
月

二
日
に
春
琴
は
没
す
る
。
『
桂
屋
遺
稿
』
に
は
、
春
琴
を
追
悼
す
る
詩
も
収
め
ら
れ
る
。

 

「
追
悼
春
琴
翁
（
春
琴
翁
を
追
悼
す
）」

芳
山
花　

鴨
川
月　
　

芳
山
の
花　

鴨
川
の
月

憶
曾
相
携
共
彷
徨　
　

曾
て
相
携
え
共
に
彷
徨
せ
し
を
憶
ふ

蹈
月
閑
話
有
聲
画　
　

月
を
蹈ふ

み
閑
話
す
、
有
聲
の
画

賞
花
同
宿
白
雲
郷　
　

花
を
賞
し
同
宿
す
、
白
雲
の
郷

花
月
依
然
春
又
好　
　

花
月
依
然
た
り
て
春
は
又
好
ま
し

断
絃
人
去
夢
茫
茫　
　

絃
を
断
ち
人
は
去
り
夢
茫
茫

　

桂
屋
に
と
っ
て
、京
都
や
吉
野
で
春
琴
と
過
ご
し
た
思
い
出
は
、春
琴
が
こ
の
世
を
去
っ

た
後
も
、懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。『
桂
屋
遺
稿
』

の
掲
載
順
か
ら
安
政
六
年
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
年
の
九
月
二
四
日
、
桂
屋
は
か
つ
て
と
も

に
春
琴
を
も
て
な
し
た
三
木
通
深
の
家
に
赴
き
、
同
家
に
春
琴
が
描
い
た
秋
景
山
水
図
が

掛
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
詩
を
作
っ
た
。

 

「
九
月
念
四
同
兒
復
甥
惇
辻
川
宿
三
木
氏
壁
上
見
春
琴
翁
画
幅
因
得
此
作
（
九
月
念
四
、

兒
復
、
甥
惇
と
同と

も

に
辻
川
宿
三
木
氏
の
壁
上
に
春
琴
翁
の
画
幅
を
見
る
。
因
り
て
此
の
作

を
得
る
。
）」

秋
晴
十
里
訪
村
居　
　

秋
晴
十
里
、
村
居
を
訪
ぬ

忽
看
琴
翁
旧
画
図　
　

忽
ち
看
る
、
琴
翁
の
旧
画
図
を

健
筆
縦
横
墨
猶
湿　
　

健
筆
縦
横
、
墨
は
猶
ほ
湿
る
が
ご
と
し

山
為
北
苑
樹
倪
迂　
　

山
は
北
苑
た
り
、
樹
は
倪
迂

峰
巒
重
疊
山
露
骨　
　

峰
巒
、
重
疊
な
る
も
山
は
骨
を
露
わ
す

泉
聲
纔
存
一
渓
枯　
　

泉
聲
、
纔わ

ず

か
に
存
す
る
も
一
渓
枯
る

巌
下
有
橋
誰
来
往　
　

巌
下
、
橋
有
る
も
誰
か
来
往
せ
ん

雲
間
有
寺
塔
影
孤　
　

雲
間
、
寺
有
る
も
塔
影
孤
た
り

紅
樹
扶
疎
秋
満
幅　
　

紅
樹
、
疎
を
扶
け
、
秋
、
幅
を
満
た
す

恰
似
今
日
訪
君
途　
　

恰
も
今
日
、
君
を
訪
ぬ
る
途
に
似
た
り
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摩
娑
終
日
不
釋
手　
　

摩
娑
す
る
こ
と
終
日
、
手
を
釋と

か
ず

為
題
小
詩
撚
吟
鬚　
　

小
詩
を
題
す
る
為
に
吟
鬚
を
撚ひ

ね

る

　

桂
屋
と
と
も
に
姫
路
で
春
琴
を
饗
応
し
た
三
木
通
深
は
、
安
政
四
年
、
す
で
に
三
四
歳

の
若
さ
で
没
し
て
い
る
。
桂
屋
の
訪
問
を
受
け
て
春
琴
の
画
を
掛
け
た
の
は
、
三
木
家
の

な
か
で
も
春
琴
、
桂
屋
と
通
深
の
交
流
を
知
る
人
物
の
は
か
ら
い
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
し
て
春
琴
が
遺
し
た
作
品
を
見
た
桂
屋
は
、
三
木
家
の
人
々
と
と
も
に
、
春
琴

や
通
深
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
春
琴
を
核
と
し
て
姫
路
の
人
々

の
間
に
広
が
っ
た
文
人
画
を
愛
好
す
る
気
風
は
、
彼
が
姫
路
を
去
り
、
没
し
た
後
も
、
桂

屋
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の
人
々
の
心
に
宿
り
続
け
た
と
い
え
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

里
井
浮
丘
の
「
挟
芳
園
所
蔵
書
画
展
観
例
並
姓
名
」
を
起
点
と
し
て
、
姫
路
藩
士
・
下

田
桂
屋
と
浦
上
春
琴
の
交
流
の
よ
う
す
を
紹
介
し
た
。
桂
屋
は
、
と
き
に
春
琴
の
絵
画
を

購
入
す
る
顧
客
、
あ
る
い
は
春
琴
を
慕
う
弟
子
と
し
て
、
ま
た
と
き
に
春
琴
の
作
品
を
享

受
す
る
姫
路
の
人
び
と
と
春
琴
の
間
を
と
り
も
つ
仲
介
者
と
し
て
、
姫
路
の
文
人
文
化
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

【
註
】

（
１ 

）
藪
田
貫
監
修
『
新
修
泉
佐
野
市
史　

第
二
巻 

通
史
編
近
世　

第
三
巻 

通
史
編
近
代 

元
代
』（
泉
佐

野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）、
北
脇
洋
子
『
幕
末
泉
州
の
文
化
サ
ロ
ン
―
里
井
浮
丘
と
京

坂
文
化
人
―
』（
展
望
社
、
二
〇
一
六
年
）。

（
２ 

）
こ
の
と
き
の
よ
う
す
は
、
冨
田
博
之
「
周
之
夔
《
溪
㵎
松
濤
図
》
を
め
ぐ
る
人
々
―
里
井
浮
丘
を
中

心
に
―
」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
三
六
号
、
二
〇
二
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
３ 

）
守
安
收
「
浦
上
春
琴
の
生
涯
」『
浦
上
玉
堂
関
係
叢
書　

浦
上
家
の
歴
史
』
浦
上
家
史
編
纂
委
員
会
、

二
〇
二
一
年

（
４ 

）
尾
島
治
「
浦
上
春
琴
の
作
画
と
販
売—

文
人
画
家
と
し
て
生
き
た
文
人—

」『
浦
上
玉
堂
関
係
叢

書　

浦
上
玉
堂
父
子
の
藝
術
』
浦
上
家
史
編
纂
委
員
会
、
二
〇
二
一
年

（
５ 

）
山
﨑
善
弘
「
三
木
家
と
姫
路
藩
主
・
元
家
老
と
の
文
化
的
交
流
に
つ
い
て
」『
平
成
二
二
年
度

活
動
報
告
書
』（
二
〇
一
一
年
三
月
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
）、

尾
島
氏
前
掲
註
４
論
文
、
お
よ
び
『
福
崎
町
史 

第
二
巻 

本
文
編
Ⅱ
』（
福
崎
町
史
編
集
専
門

委
員
会
、
一
九
九
五
年
）
一
五
四
～
一
五
六
頁
。

（
６ 

）
同
家
に
伝
来
す
る
絵
画
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
奥
平
俊
六
「
大
庄
屋
三
木
家
の
絵

画
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報　

二
〇
〇
七
』、
二
〇
〇
七
年
）
お
よ
び
高
嶋
藍
「
三
木
家
絵
画

に
見
る
江
戸
時
代
の
文
人
世
界
：
三
木
家
所
蔵
画
幅
画
賛
釈
文
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報　

二
〇
〇
八
』、
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
７ 

） 「
後
素
雑
費
籍
」
天
保
四
年
四
月
二
二
日
条
。

（
８ 

）「
後
素
雑
費
籍
」
天
保
七
年
正
月
二
六
日
条
。

（
９ 
）
山
﨑
氏
前
掲
註
５
論
文
一
五
、一
六
頁
。

（
10�
）
尾
島
氏
前
掲
註
４
論
文
五
一
一
、五
一
六
頁
。

（
11
）「
後
素
雑
費
籍
」
天
保
九
年
九
月
一
二
日
条
。

（
12
）
山
﨑
氏
前
掲
註
５
論
文
、
一
七
、一
八
頁
。

（
13 

）『
民
俗
学
の
ふ
る
さ
と
福
崎—

幼
き
國
男
に
刻
ま
れ
た
福
崎
文
化—

』（
福
崎
町
立
神
崎
郡
歴
史



－ 9－

民
俗
資
料
館
、
二
〇
一
一
年
）
所
載
「
山
水
画
」。
長
谷
川
幸
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
14 
）
尾
島
氏
前
掲
註
４
論
文
、
五
一
六
頁
。

（
15 

）『
浦
上
玉
堂
関
係
叢
書　

資
料
編
Ⅱ
』
浦
上
家
史
編
纂
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
）
所
載
。

（
16 

）
い
ず
れ
も
次
の
章
で
紹
介
す
る
『
桂
屋
遺
稿
』
に
登
場
す
る
。

（
17 

）「
紙
本
□
幅 

山
水　

夏
山
畳
翠
圖 

姫
路 

下
田
重
次
郎 

取
次
」
と
記
載
さ
れ
る
。

（
18 

）
穂
積
勝
次
郎
『
姫
路
藩
の
人
物
群
像
』（
一
九
六
八
年
）、
三
二
八
頁
。

（
19 

）『
琴
陵
・
琴
江
・
桂
屋
・
鉄
兜
・
蠢
々 

郷
土
の
五
人
』（
姫
路
・
郷
土
書
画
研
究
会
、
一
九
八
〇
年
）

（
20 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
次
の
よ
う
に
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
上
州
不
動
堂
村
徳
澤
者
余
祖
先
之
所
出

此
行
乞
暇
赴
之
宿
両
衛
家
（
上
州
不
動
堂
村
の
徳
澤
は
余
が
祖
先
の
出
づ
る
所
な
り
。
此
の
行
、

暇
を
乞
ひ
之
に
赴
き
両
衛
家
に
宿
す
。
）」

（
21 

）
な
お
す
で
に
『
兵
庫
を
歩
い
た
近
世
の
画
家
』
展
覧
会
図
録
（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

一
九
八
三
年
）
に
て
、『
桂
屋
遺
稿
』
に
も
と
づ
い
て
桂
屋
の
経
歴
や
交
友
関
係
が
簡
潔
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

（
22 

）
前
掲
註
一
八
文
献
、
九
四
～
九
五
頁
お
よ
び
三
二
八
頁
。

（
23 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
次
の
よ
う
に
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
仁
寿
山
荘
邂
逅
備
前
中
邨マ

マ

巌
洲
（
仁
寿

山
荘
、
備
前
中
邨
巌
洲
に
邂
逅
す
）」、「
再
遇
中
村
巌
洲
（
中
村
巌
洲
に
再
遇
す
）」。
巌
洲
は
岡

山
の
漢
学
者
で
詩
人
。
浦
上
春
琴
の
《
薔
薇
小
禽
図
》
に
賛
を
し
て
い
る
（『
浦
上
玉
堂
と
春

琴
・
秋
琴 

父
子
の
藝
術
』
展
覧
会
図
録
（
岡
山
県
立
美
術
館
・
千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
）

の
作
品
リ
ス
ト
№
二
〇
七
）。

（
24 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
次
の
よ
う
に
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
次
野
口
西
里
韻
送
其
還
京
師
西
里
善
医

来
寓
於
仁
寿
荘
医
学
寮
教
督
諸
生
者
歳
余
（
野
口
西
里
の
韻
に
次
ぎ
、
其
の
京
師
に
還
る
を
送

る
。
西
里
は
医
を
善
く
し
仁
寿
荘
医
学
寮
に
来
寓
す
。
諸
生
を
教
督
す
る
こ
と
歳
余
。
）」。
な

お
『
西
里
遺
稿
詩
文
集
』（
嘉
永
五
年
〈
一
八
五
二
〉
刊
）
に
も
「
贈
下
田
桂
屋
」「
仁
寿
山
即
事
」

の
詩
が
あ
り
、
両
者
の
交
流
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
25 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
次
の
よ
う
に
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
乙
巳
之
春
正
墻
適
所マ

マ

欲
帰
省
索
余
画
因

写
帰
途
趣
并
題
為
贐
余
丫
髻
随
家
翁
過
因
州
距
今
殆
三
十
年
山
容
水
体
不
知
能
彷
彿
否
（
乙

巳
の
春
、
正
墻
適
所
帰
省
せ
ん
と
欲
し
余
に
画
を
索
む
。
因
り
て
帰
途
の
趣
を
写
し
、
并
び
に

題
し
て
贐
と
為
す
。
余
、
丫
髻
し
て
家
翁
に
随
い
因
州
を
過
り
し
は
、
今
を
距
つ
る
こ
と
殆
ど

三
十
年
、
山
容
水
体
、
知
ら
ず
、
能
く
彷
彿
す
る
や
否
や
。
）」

（
26 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
「
送
畸
庵
西
游
（
畸
庵
の
西
游
を
送
る
）」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
畸
庵
は

嘉
永
二
～
三
年
（
一
八
四
九
～
五
〇
）
に
仁
寿
山
を
訪
れ
て
い
る
。

（
27 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
「
乙
卯
三
月
陪
屏
山
大
夫
遊
浪
華
（
乙
卯
三
月
、
屏
山
大
夫
に
陪
し
浪
華
に

遊
ぶ
）」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。

（
28 

）『
桂
屋
遺
稿
』
の
「
発
浪
華
赴
有
馬
過
四
十
八
盤
」
と
題
す
る
詩
の
一
句
目
に
〈
浪
華
淹
留
一

月
強
〉
と
あ
る
。

（
29 

）『
桂
屋
遺
稿
』
の
「
送
梅
谷
画
史
之
江
州
（
梅
谷
画
史
江
州
に
之ゆ

く
を
送
る
）」
と
題
す
る
詩

の
一
句
目
、
二
句
目
に
〈
客
裏
交
游
纔
両
旬　

画
図
日
日
話
伝
神
（
客
裏
の
交
游
、
纔わ

ず

か
に
両

旬　

画
図
、
日
日
伝
神
を
話
す
）〉
と
あ
る
。

（
30 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
「
秋
夜
聞
雁
余
時
蒙
役
于
京
師
之
命
（
秋
夜
雁
を
聞
く
。
余
、
時
に
京
師
に

役
す
る
の
命
を
蒙
る
）」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。

（
31 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
次
の
よ
う
に
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
歳
晩
同
星
巌
立
斎
三
樹
対
山
松
島
石
斎

飲
於
三
樹
之
月
波
楼
（
歳
晩
、
星
巌
、
立
斎
、
三
樹
、
対
山
、
松
島
、
石
斎
と
同と

も

に
三
樹
の
月

波
楼
に
お
い
て
飲
む
）」、「
仲
秋
望
前
一
日
海
屋
翁
見
寄
書
追
想
去
歳
余
客
于
京
師
此
夜
同
翁

及
諸
子
飲
于
三
樹
月
波
楼
之
事
賦
寄
（
仲
秋
望
前
一
日
、
海
屋
翁
書
を
寄
せ
ら
れ
、
去
歳
、
余

が
京
師
に
客
た
り
し
を
追
想
す
。
此
の
夜
、
翁
及
び
諸
子
と
同と

も

に
三
樹
の
月
波
楼
に
お
い
て
飲

む
の
事
、
賦
し
て
寄
す
。
）」

（
32 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
次
の
よ
う
に
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
同
諸
友
買
舟
溯
嵐
峡
到
於
保
津
舟
中
所

見
勝
概
得
古
風
四
首
（
諸
友
と
同と

も

に
舟
を
買
い
、
嵐
峡
を
溯
り
保
津
に
到
る
。
舟
中
見
る
所
の

勝
概
、
古
風
四
首
を
得
。
）」、「
夏
夜
鴨
川
即
事
」

（
33 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
次
の
よ
う
に
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
三
月
十
四
日
兒
復
甥
惇
訪
余
于
京
師
寓
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居
（
後
略
）（
三
月
十
四
日
、
兒
復
、
甥
惇
、
余
を
京
師
寓
居
に
訪
ぬ
。
（
後
略
）」

（
34 
）『
桂
屋
遺
稿
』
に
次
の
よ
う
に
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
歳
晩
奉
訪
屏
山
大
夫
梅
丘
之
隠
栖
（
歳
晩
、

屏
山
大
夫
の
梅
丘
の
隠
栖
を
奉
訪
す
）」

（
35�
）
い
ず
れ
も
瀬
木
慎
一
『
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
美
術
番
付
集
成
―
書
画
の
価
格
変
遷

二
〇
〇
年
―
』（
里
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
る
。

（
36 

）
な
お
下
田
桂
屋
を
含
む
姫
路
ゆ
か
り
の
画
家
の
作
品
に
つ
い
て
は
前
掲
註
一
九
文
献
に
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
【
２
】
～
【
４
】
も
、
モ
ノ
ク
ロ
画
像
で
掲
載
さ
れ
る
。

（
37 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
以
下
の
よ
う
に
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
余
約
訪
春
琴
翁
者
久
矣
塵
務
阻
撓
未

果
今
茲
癸
卯
之
春
游
京
師
宿
約
始
遂
與
翁
遊
芳
野
歴
南
紀
而
帰
旅
中
得
七
絶
（
余
、
春
琴
翁
を

訪
ぬ
と
約
す
る
こ
と
久
し
。
塵
務
阻
撓
し
未
だ
果
た
さ
ず
。
今
茲
に
癸
卯
の
春
、
京
師
に
游
び
、

宿
約
、
始
め
て
遂
に
翁
と
芳
野
に
遊
び
、
南
紀
を
歴
し
て
帰
る
。
旅
中
七
絶
を
得
。
）」

（
38 

）『
桂
屋
遺
稿
』
の
「
三
月
十
日
発
家
（
三
月
十
日
家
を
発
つ
）」
と
題
す
る
詩
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。
〈
君
恩
卅
日
許
閑
游 

卜
得
花
期
向
帝
州 

妻
結
茅
鞋
兒
奉
杖 

笑
中
亦
自
有
離
愁
（
君
恩

卅
日
、
閑
游
を
許
す 

卜
し
て
花
期
を
得
、
帝
州
に
向
か
う 

妻
は
茅
鞋
を
結
い
兒
は
杖
を
奉
る 

笑
中
、
亦
た
自
ら
離
愁
有
り
）〉

（
39 

）『
桂
屋
遺
稿
』
の
「
寓
春
琴
家
（
春
琴
の
家
に
寓
す
）」
と
題
す
る
詩
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
〈
脱

却
旅
装
如
返
家 

風
爐
且
淪
霍
心
茶 

寒
喧
舒
了
無
他
語 

惟
問
嵐
山
芳
野
花
（
旅
装
を
脱
却
し

家
に
返
る
ご
と
し 

風
爐
且
淪
霍
心
茶 

寒
喧
舒ゆ

る

や
か
に
了お

わ

り
他
語
無
し 

惟
だ
問
ふ
嵐
山
と
芳

野
の
花
を
）〉

（
註註 

）「
挟
芳
園
所
蔵
書
画
展
観
例
並
姓
名
」
弘
化
三
年
に
「
西
尾
舜
斎　

名
勝
宣
字
子
有
通
称
兵
之

助　

同
（
筆
者
註
：
河
内
國
分
駅
）
郷
人　

春
琴
門
人
」
と
あ
る
。
ま
た
「
諸
国
人
名
文
通
転

致
人
名
」
に
も
「
同
（
筆
者
註
：
河
内
國
分
）
西
尾
兵
之
助　

瞬
斎
」
と
記
載
さ
れ
、
地
方
に

お
け
る
春
琴
の
主
要
な
支
援
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

（
41 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
以
下
の
よ
う
に
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
到
河
内
国
分
駅
宿
西
尾
舜
斎
宅
此
夜

雨
雪
春
寒
殊
甚
暁
発
得
此
作
（
河
内
国
分
駅
宿
西
尾
舜
斎
宅
に
到
る
。
此
の
夜
、
雨
雪
春
寒
殊

に
甚
し
。
暁
に
発
し
此
の
作
を
得
。
）」

（
42 

）『
桂
屋
遺
稿
』
に
は
、註
38
か
ら
41
ま
で
の
詩
に
続
い
て
「
芳
野
」「
帝
陵
」「
下
芳
野
川
舟
中
」

と
題
す
る
詩
が
あ
る
。

（
43 

）『
新
潮
世
界
美
術
辞
典
』
新
潮
社
、
一
九
八
五
年

（
註註 

）
春
琴
の
来
訪
よ
り
や
や
下
る
時
期
で
は
あ
る
が
、
浮
丘
の
日
記
『
日
省
簿
』（
泉
佐
野
市
立

歴
史
館
い
ず
み
さ
の
蔵
）
に
、

重
光
の
画
巻
を
貸
し
出
し
た
記
録
が
残
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

安
政
五
年
一
〇
月
一
一
日
よ
り
安
政
六
年
三
月
二
三
日
ま
で
中
墨
水
に
貸
し
出
し
、
文
久
元
年

三
月
一
八
日
よ
り
晦
日
ま
で
高
山
保
次
郎
（
浮
丘
の
次
男
）
に
貸
し
出
し
て
い
る
。

（
註註 

）『
浦
上
玉
堂
関
係
叢
書　

資
料
編
Ⅱ
』（
前
掲
註
一
五
文
献
）
所
載
。
天
保
一
五
年
一
月
二
九

日
条
、
四
月
七
日
条
、
一
〇
月
七
日
条
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
中
島
利
一
郎
様
、
中
島
由
佳
子
様
、
松
井
萌
様
（
泉
佐
野
市
立
歴
史
館
い

ず
み
さ
の
）、
東
原
和
代
様
（
泉
佐
野
市
教
育
委
員
会 

文
化
財
保
護
課
）、
長
谷
川
幸
子
様
（
福
崎

町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
）
に
は
、
資
料
閲
覧
で
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
新
た
な
情
報
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
調
査
に
際
し
て
は
、
藪
田
貫
館
長
、
竹
内
信
学
芸
員
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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